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2023年度安全衛生大会を開催 川村建設 平成会
　

会
場
の
産
業
振
興
会
館
は
、
同

社
が
建
設
し
た
施
設
。
大
会
は
工

事
部
の
田
中
弘
輝
係
長
に
よ
る
開

会
の
辞
で
始
ま
っ
た
。

　

続
い
て
大
会
委
員
長
の
笠
井
竜

平
同
部
副
部
長
が
登
壇
し
、
建
災

防
埼
玉
県
支
部
が
本
年
度
か
ら
展

開
し
て
い
る
「
一
人
Ｋ
Ｙ
推
進
運

動　

埼
玉
」
に
つ
い
て
説
明
。

「
弊
社
作
業
現
場
に
お
い
て
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
周

知
し
た
。
ま
た
「
建
設
業
に
お
け

る
労
働
災
害
の
根
絶
に
向
け
て
効

果
的
な
防
止
対
策
を
着
実
に
実
施

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
安
全
で
快
適
な
職
場
環

境
づ
く
り
に
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
平
成
会
の
岩
﨑
会
長

（
岩
﨑
木
工
所
社
長
）
が
登
壇
。

「
現
場
で
働
く
職
人
た
ち
の
た
め

に
も
、
我
々
自
身
の
た
め
に
も
、

事
故
は
な
く
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
日
の
安
全
大
会
は
、

そ
の
思
い
を
共
有
す
る
た
め
の
、

年
に
一
度
の
大
切
な
集
ま
り
で

す
。
あ
ら
た
め
て
安
全
へ
の
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
今
年
度
も
し
っ
か
り
と
川
村

建
設
様
の
下
支
え
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
思
い
を
、
各
社
と
も

再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
も
一
日
、
ご
安
全

に
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

川
村
社
長
は
参
加
者
に
謝
意
を

示
し
た
後
、
建
設
業
界
を
取
り
巻

く
状
況
、
展
望
に
つ
い
て
語
っ

た
。
現
在
は
公
共
、
民
間
と
も
に

埼
玉
県
、
さ
い
た
ま
市
で
一
定
の

工
事
量
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し

た
上
で
「
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
し
っ
か
り
と
足

元
を
見
て
、
何
が
起
き
て
も
大
丈

夫
だ
と
言
え
る
よ
う
な
企
業
経
営

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
「
今
年
に
入
り
建
設
業

の
廃
業
、
休
業
、
倒
産
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
、
そ
れ

に
よ
る
人
件
費
の
高
騰
、
技
能
者

の
高
齢
化
、
若
い
人
が
入
っ
て
こ

　

川
村
建
設
（
さ
い
た
ま
市
、
川
村
郁
夫
社
長
）
と
同
社
協
力
会
の
平
成
会
（
岩
﨑
由
幸
会
長
）
は
18

日
、
さ
い
た
ま
市
産
業
振
興
会
館
で
２
０
２
３
年
度
安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
た
。
川
村
社
長
は
「
無

事
故
・
無
災
害
が
鉄
則
」
と
強
調
。「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
て
や

っ
て
い
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
「
費
用
や
時
間
を
掛
け
て
も
良
い
」
と
の

考
え
を
示
し
、
安
全
が
最
優
先
と
唱
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
同
社
の
関
係
者
約
１
０
０

人
が
一
堂
に
会
し
、
団
結
し
て
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

な
い
な
ど
で
、
技
術
の
伝
承
が
し

っ
か
り
と
で
き
て
い
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
す
」
と
危
機
感
を

示
し
た
。

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
死
亡
事
故
な

ど
に
も
触
れ
、「
技
術
や
知
識
、

経
験
が
し
っ
か
り
と
伝
承
さ
れ
て

い
な
い
」
こ
と
も
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
と
し
た
。「
昔
な
が
ら

て
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

表
彰
で
は
受
賞
者
に
川
村
社
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
黒
崎

硝
子
の
黒
崎
晃
社
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
川
村
社
長
に
「
本
日
の
大
会

を
契
機
に
、
安
全
に
対
す
る
意
識

を
再
確
認
し
、
現
場
施
工
に
携
わ

っ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
表
明

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
さ
い
た
ま
労
働
基

準
監
督
署
の
嶋
田
敏
晴
安
全
衛
生

課
長
に
よ
る
安
全
講
和
が
行
わ
れ

た
。
嶋
田
課
長
は
、
県
内
に
お
け

る
労
働
災
害
状
況
の
傾
向
を
周

知
。「
墜
落
・
転
落
」
が
依
然
と

し
て
多
い
こ
と
を
強
調
し
、「
現

場
で
は
『
こ
け
な
い
』『
落
ち
な

い
』
を
意
識
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
注
意
喚
起
し
た
。
ま
た

「
現
場
の
安
全
と
労
働
衛
生
」
の

観
点
か
ら
健
康
診
断
に
つ
い
て
も

触
れ
、「
診
断
は
実
施
後
の
対

応
、
事
後
措
置
が
重
要
」
と
強

調
。
保
健
指
導
や
、
治
療
と
仕
事

の
両
立
支
援
な
ど
の
大
切
さ
を
唱

え
た
。

　

休
憩
後
は
、
安
全
衛
生
動
画
を

上
映
。
内
容
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
応
」
と
「
軽
く
見
る
な
！
転

倒
災
害
」
で
、
情
報
を
共
有
し

た
。

　

安
全
の
誓
い
（
別
掲
）
は
工
事

部
の
野
口
甚
課
長
が
担
当
。
参
加

者
全
員
で
唱
和
し
た
。
閉
会
の
辞

で
は
同
部
の
吉
村
哲
也
副
部
長
が

登
壇
し
、
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

優良協力業者

４年ぶりに関係者が集った

優秀職長

田中係長

笠井委員長

川村社長

平成会の岩﨑会長

野口課長吉村副部長

さいたま労基署の嶋田課長

―安全の誓い―
　県内における建設業の労働災害は、関係者の努力により長期的には減少してま
いりました。
　しかしながら、建設業における死亡災害は、依然として高い状況にあります。
　現下の建設業界を取り巻く環境は、従来にも増して厳しい状況にありますが、
私たちは、本日の大会を契機として、人命尊重の基本理念のもとに、全員参加に
よる安全運動を推進し、誰もが健康で安心して働くことのできる快適で明るい職
場環境を形成していく決意であります。

【安全の誓い】
１　「墜落・転落災害」の撲滅をはじめとする「三大災害」の防止対策の徹底
２　「一人ＫＹ推進運動　埼玉」の積極的な展開
３　全員参加による安全衛生運動の実施
を重点として、危険ゼロの職場をめざし、一丸となって労働災害防止活動に取り
組むことを誓います。

◇表彰者◇
□優秀協力業者 ■優秀職長

株式会社
黒崎硝子 代表取締役 黒崎 晃 金田 龍太 株式会社

金田工業
木村建設
株式会社 代表取締役 木村 邦忠 三宅 達也 有限会社

藤倉工業
有限会社

松本鉄筋工業所 代表取締役 松本 勇 本田 享也 株式会社
本田組

無
事
故
・
無
災
害
が
鉄
則

の
や
り
方
が
良
い

か
悪
い
か
は
別
に

し
て
、
そ
れ
は
し

っ
か
り
と
頭
の
中

に
入
れ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、
何
と
な
く

で
進
ん
で
し
ま

い
、
そ
れ
で
も
あ

る
程
度
は
で
き
て

し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
の
問
題

意
識
を
示
し
た
。

　
「
無
事
故
・
無

災
害
が
鉄
則
」
と

唱
え
た
上
で
、

「
来
年
に
向
け

て
、
来
年
が
良
い

年
に
な
る
よ
う

に
、
一
致
団
結
し

入
札　

　

公
告

土　

木

北
関
東
防
衛
局

【
１
月
29
日
】

《
10
月
27
日
～
11
月
16
日

ま
で
受
付
》

　
◆
入
間
⑸
給
水
施
設

等
整
備
土
木
そ
の
他

工
事﹇
総
合
評
価
﹈﹇
一
般
﹈

＝
狭
山
市
、
入
間
市

土
木
単
体
、
２
、
３
者

Ｊ
Ｖ
。
受
水
槽
新
設

工
、
送
水
管
新
設
工
、

給
水
管
整
備
工
、
井
戸

整
備
工
、
ア
ン
テ
ナ
基

礎
新
設
ほ
か
、
工
期
８

年
６
月
30
日

※
単
体
、
代
表
構
成
員

は
１
２
０
０
点
以
上
。

構
成
員
は
１
１
０
０
点

以
上
▽
Ｗ
Ｔ
Ｏ
案
件
▽

賃
上
げ
加
点
▽
問
い
合

わ
せ
は
総
務
部
契
約
課

（
０
４
８
―
６
０
０
―

１
８
０
０
内
線
２
４
４

９
）

秩
父
県
土
整
備

【
11
月
22
日
】

《
10
月
27
日
～
11
月
16
日

ま
で
受
付
》

　
◆
河
川
改
修
工
事

（
長
瀞
工
区
）﹇
事

後
審
査
﹈
＝
長
瀞
町
岩
田

ほ
か
（
荒
川
）

と
び
・
土
工
Ａ
級
。
掘

削（
硬
岩
）
２
２
４
２
・

１
㎥
、
法
面
整
形
５
３

１
・
４
㎡
ほ
か
、
工
期

６
年
３
月
29
日

※
秩
父
、
本
庄
県
土
管

内
に
本
店
・
主
た
る
営

業
所
▽
一
次
下
請
実
績

可
▽
立
会
人
型
電
子
契

約
▽
遠
隔
臨
場
が
で
き

る
工
事
▽
問
い
合
わ
せ

は
河
川
砂
防
担
当
（
０

４
９
４
―
22
―
３
７
２

１
）

　
◆
砂
防
施
設
事
業
工

事
（
金
崎
工
区
Ｗ
―

７
集
水
井
設
置
工
そ
の

２
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
皆

野
町
金
崎
（
金
崎
）

土
木
Ⓐ
、
Ａ
級
。
集
水

ボ
ー
リ
ン
グ
工
４
８
８

０
ｍ
、
工
期
６
年
３
月

29
日

※
秩
父
、
飯
能
、
東
松

山
、
本
庄
、
熊
谷
県
土

管
内
に
本
店
・
主
た
る

営
業
所
▽
一
次
下
請
実

績
可
▽
立
会
人
型
電
子

契
約
▽
遠
隔
臨
場
が
で

き
る
工
事
▽
問
い
合
わ

せ
は
河
川
砂
防
担
当

（
０
４
９
４
―
22
―
３

７
２
１
）

【
11
月
15
日
】

《
10
月
27
日
～
11
月
９
日

ま
で
受
付
》

　
◆
河
川
改
修
工
事

（
大
野
原
工
区
水
制

工
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
秩

父
市
大
野
原
（
横
瀬
川
）

と
び
・
土
工
Ａ
、Ｂ
級
。

消
波
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

工
56
個
ほ
か
、
工
期
６

年
３
月
29
日

※
秩
父
、
飯
能
県
土
管

内
に
本
店
・
主
た
る
営

業
所
▽
一
次
下
請
実
績

可
▽
再
公
告
▽
立
会
人

型
電
子
契
約
▽
遠
隔
臨

場
が
で
き
る
工
事
▽
問

い
合
わ
せ
は
河
川
砂
防

担
当
（
０
４
９
４
―
22

―
３
７
２
１
）

　
◆
砂
防
維
持
修
繕
工

事
（
阿
熊
川
・
龍
泉

寺
沢
工
区
）﹇
事
後
審
査
﹈

＝
秩
父
市
吉
田
阿
熊
ほ
か

（
阿
熊
川
ほ
か
）

土
木
Ｂ
、
Ｃ
級
。
阿
熊

川
：
根
継
工
40
・
７
ｍ
、

龍
泉
寺
沢
：
堆
積
土
砂

撤
去
工
４
８
５
㎥
ほ

か
、
工
期
６
年
３
月
15

日※
秩
父
、
飯
能
、
東
松

山
県
土
管
内
に
本
店
・

主
た
る
営
業
所
▽
一
次

下
請
実
績
可
▽
立
会
人

型
電
子
契
約
▽
遠
隔
臨

場
が
で
き
る
工
事
▽
問

い
合
わ
せ
は
河
川
砂
防

担
当
（
０
４
９
４
―
22

―
３
７
２
１
）

越
谷
県
土
整
備

【
11
月
16
日
】

《
10
月
27
日
～
11
月
10
日

ま
で
受
付
》

　
◆
３
０
２
２
排
水
機

場
等
維
持
修
繕
工
事

（
大
場
川
下
流
排
水
機
場

角
落
製
作
工
）﹇
事
後
審

査
﹈
＝
三
郷
市
鷹
野
（
大

場
川
（
大
場
川
下
流
排
水

機
場
））

鋼
構
造
物
Ａ
、
Ｂ
級
。

角
落
製
作
工
３
門
、
工

期
６
年
３
月
29
日

※
立
会
人
型
電
子
契
約

▽
問
い
合
わ
せ
は
河
川

担
当
（
０
４
８
―
９
６

４
―
５
２
２
４
）

県
大
宮
公
園

【
11
月
22
日
】

《
10
月
30
日
～
11
月
６
日

ま
で
受
付
》

　
◆
交
付
金
（
公
園
）

工
事
（
大
宮
第
三
公

園
木
道
更
新
工
）﹇
事
後

審
査
﹈
＝
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
堀
の
内
町
（
大
宮
第

三
公
園
）

造
園
Ａ
級
。
既
存
木
道

撤
去
、
木
道
更
新
82

㎡
、
工
期
６
年
３
月
31

日※
さ
い
た
ま
、
越
谷
県

土
管
内
に
本
店
・
主
た

る
営
業
所
▽
一
次
下
請

実
績
可
▽
立
会
人
型
電

子
契
約
▽
問
い
合
わ
せ

は
土
木
担
当
（
０
４
８

―
６
４
１
―
６
３
９
１
）

【
11
月
15
日
】

《
10
月
30
日
～
11
月
９
日

ま
で
受
付
》

　
◆
公
園
等
施
設
補
修

工
事
（
上
尾
運
動
公

園
樹
木
管
理
業
務
委
託
）

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
上
尾
市

愛
宕
ほ
か

土
木
施
設
維
持
管
理

（
苑
地
）か
つ
造
園
Ａ
、

Ｂ
級
。
枯
損
木
処
理
60

本
、
工
期
６
年
３
月
29

日※
北
本
、
越
谷
、
杉
戸

県
土
管
内
に
本
店
・
主

た
る
営
業
所
▽
立
会
人

型
電
子
契
約
▽
問
い
合

入 札
情 報
金額はすべて税抜き　※単位千円

土　木

建　築

電　気

管

委　託

その他

わ
せ
は
土
木
担
当
（
０

４
８
―
６
４
１
―
６
３

９
１
）

　
◆
公
園
等
施
設
補
修

工
事
（
秋
ヶ
瀬
公
園

外
樹
木
管
理
業
務
委
託
）

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
さ
い
た

ま
市
桜
区
道
場
ほ
か

土
木
施
設
維
持
管
理

（
苑
地
）か
つ
造
園
Ａ
、

Ｂ
級
。
枯
損
木
処
理
37

本
、
工
期
６
年
３
月
29

日※
さ
い
た
ま
県
土
管
内

本
店
・
主
た
る
営
業
所

▽
立
会
人
型
電
子
契
約

▽
問
い
合
わ
せ
は
土
木

担
当
（
０
４
８
―
６
４

１
―
６
３
９
１
）

さ
い
た
ま
市

【
11
月
28
日
】

《
11
月
20
日
～
11
月
22
日

ま
で
受
付
》

　
◆
産
業
道
路
天
沼
工

区
街
路
整
備
工
事

（
Ｒ
５
―
１
）（
２
債
）﹇
事

後
審
査
﹈
＝
大
宮
区
天
沼

町
２
丁
目
ほ
か

土
木
Ｓ
級
。
街
渠
縦
断

管（
３
５
０
×
３
０
０
）

86
ｍ
、車
道
舗
装
工（
ｔ

95
㎝
）
１
８
４
０
㎡
、

歩
道
舗
装
工
（
一
般

部
、
ｔ
24
㎝
）
３
３
４

０
㎡
、（
乗
入
部
、
ｔ

30
㎝
）
３
９
２
㎡
ほ

か
、
工
期
７
年
２
月
28

日※
市
内
本
店
▽
一
抜
け

①
▽
遠
隔
臨
場
（
指
定

型
）
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

　
◆
電
線
共
同
溝
整
備

工
事
（
主
要
地
方
道

川
口
上
尾
線
・
Ｒ
５
北
袋

町
工
区
）（
２
債
）﹇
事
後

審
査
﹈
＝
大
宮
区
北
袋
町

２
丁
目
ほ
か

土
木
Ｓ
級
。管
路
工（
Ｅ

Ｃ
Ｖ
Ｐ
φ
１
３
０
）
１

０
２
０
ｍ
、（
Ｅ
Ｃ
Ｖ

Ｐ
φ
１
０
０
）
８
７
４

ｍ
、（
Ｖ
Ｐ
φ
１
０
０
）

４
４
０
ｍ
、（
共
用
Ｆ

Ａ
管
φ
１
５
０
）
３
７

０
ｍ
ほ
か
、
工
期
７
年

１
月
31
日

※
市
内
本
店
▽
一
抜
け

②
▽
遠
隔
臨
場
（
指
定

型
）
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

　
◆
境
堀
排
水
区
外
下

水
道
工
事
（
北
建
―

Ｒ
５
―
２
０
０
４
）﹇
事

後
審
査
﹈
＝
岩
槻
区
加
倉

１
丁
目

土
木
Ｓ
級
。
管
き
ょ
工

開
削
（
φ
２
０
０
、
硬

質
塩
ビ
管
（
汚
水
））

67
・
９
ｍ
、（
□
９
０

０
×
８
０
０
㎜
（
雨

水
））
39
・
78
ｍ
、（
□

９
０
０
×
１
１
０
０
㎜

（
雨
水
））
59
・
53
ｍ
、

組
立
楕
円
マ
ン
ホ
ー
ル

（
汚
水
）６
か
所
ほ
か
、

工
期
６
年
７
月
16
日

※
市
内
本
店
▽
一
抜
け

③
▽
遠
隔
臨
場
（
指
定

型
）
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

予
定 

 

１
億
３
２
、
４
２
０

　
◆
中
尾
排
水
区
下
水

道
工
事
（
南
建
―
Ｒ

５
―
２
０
０
４
）（
２
債
）

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
南
区
大

谷
口土

木
Ｓ
級
。
管
き
ょ
工

（
開
削
）：
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
（
□
６
０

０
×
６
０
０
）
59
・
１

ｍ
、（
□
７
０
０
×
７

０
０
）
１
４
９
・
７
ｍ
、

硬
質
塩
ビ
管
（
φ
４
５

０
）
２
・
45
ｍ
、
管
理

用
マ
ン
ホ
ー
ル
７
か
所

ほ
か
、
工
期
６
年
７
月

５
日

※
市
内
本
店
▽
一
抜
け

④
▽
遠
隔
臨
場
（
指
定

型
）
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

　
◆
鴻
沼
第
４
―
２
排

水
区
下
水
道
工
事

（
南
建
―
Ｒ
５
―
２
０
０

９
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
桜

区
西
堀
７
丁
目

土
木
Ｓ
、
Ａ
級
。
管
き

ょ
工
（
開
削
）：
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
（
□

９
０
０
×
４
０
０
）
１

０
２
・
２
ｍ
、（
□
１

１
０
０
×
４
０
０
）
93

ｍ
、
汚
水
取
付
管
17
か

所
、
雨
水
取
付
管
４
か

所
ほ
か
、
工
期
６
年
５

月
31
日

※
Ａ
級
は
令
和
３
年

度
、
４
年
度
市
優
秀
建

設
工
事
業
者
表
彰
受
賞

な
ど
▽
市
内
本
店
▽
遠

隔
臨
場
（
指
定
型
）
▽

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
▽
問
い
合
わ
せ
は

財
政
局
契
約
管
理
部
契

約
課
（
０
４
８
―
８
２

９
―
１
１
８
０
）

予
定 

 

１
億
０
６
、
５
５
０

　
◆
鴨
川
第
20
処
理
分

区
外
下
水
道
工
事

（
北
再
―
Ｒ
５
―
４
１
２
）

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
北
区
櫛

引
町
２
丁
目
ほ
か

土
木
Ｓ
、
Ａ
級
。
管
き

ょ
更
生
工
（
既
設
管
径

２
５
０
〜
３
５
０
㎜
）

２
５
２
・
８
ｍ
、
マ
ン

ホ
ー
ル
更
生
工
（
標
準

マ
ン
ホ
ー
ル
）
５
か

所
、
耐
震
継
手
工
（
既

設
管
径
２
０
０
〜
８
０

０
㎜
）
22
か
所
、
付
帯

工
、
工
期
６
年
５
月
31

日※
市
内
本
店
▽
要
実
績

ま
た
は
形
成
工
法
、
反

転
工
法
、
鞘
管
工
法
、

製
管
工
法
協
会
等
加
入

者
▽
遠
隔
臨
場
（
指
定

型
）
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

予
定 

５
０
、
３
０
０

　
◆
さ
い
た
ま
市
東
楽

園
再
整
備
事
業
周
辺

公
共
施
設
整
備
工
事
﹇
事

後
審
査
﹈
＝
見
沼
区
膝
子

字
中
田

土
木
Ｓ
、
Ａ
級
。
長
尺

Ｕ
型
側
溝
２
５
８
ｍ
、

舗
装
工
９
６
５
㎡
、
管

き
ょ
工
（
開
削
）（
Ｖ

Ｕ
φ
２
５
０
）
１
６
５

ｍ
、（
Ｖ
Ｕ
φ
４
０
０
）

35
ｍ
、
組
立
０
号
マ
ン

ホ
ー
ル
４
か
所
ほ
か
、

工
期
６
年
12
月
11
日

※
市
内
本
店
▽
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽

問
い
合
わ
せ
は
財
政
局

契
約
管
理
部
契
約
課

（
０
４
８
―
８
２
９
―

１
１
８
０
）

予
定 

６
７
、
６
０
０

　
◆
大
宮
岩
槻
線
芝
川

工
区
電
線
共
同
溝
工

事
（
Ｒ
５
）﹇
事
後
審
査
﹈

＝
大
宮
区
堀
の
内
町
２
丁

目
ほ
か

土
木
Ａ
級
。
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
設
置

（
特
殊
部
）
７
基
、
分

岐
桝
３
基
、
電
力
管
路

１
１
５
８
・
５
ｍ
、
通

信
管
路
３
９
４
・
４
ｍ

ほ
か
、
工
期
６
年
３
月

12
日

※
西
区
、
北
区
、
大
宮

区
、見
沼
区
、岩
槻
区
、

浦
和
区
、
南
区
に
本
店

▽
遠
隔
臨
場（
指
定
型
）

▽
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
▽
問
い
合
わ
せ

は
財
政
局
契
約
管
理
部

契
約
課
（
０
４
８
―
８

２
９
―
１
１
８
０
）

【
11
月
16
日
】

《
11
月
９
日
～
11
月
13
日

ま
で
受
付
》

　
◆
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
北
Ｒ
５

市
道
１
２
４
２
２
号
線

外
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
見

沼
区
東
大
宮
７
丁
目

土
木
Ａ
級
。
長
尺
Ｕ
形

側
溝
（
３
０
０
×
３
０

０
）
５
１
８
ｍ
、
長
尺

Ｕ
形
側
溝
用
集
水
桝

（
深
７
０
０
）５
か
所
、

角
型
集
水
桝
（
深
５
５

０
）
１
か
所
、
切
り
回

し
側
溝（
逃
げ
６
０
０
）

１
か
所
、
表
層
（
透
水

性
As
（
樹
脂
・
消
石
灰

入
）、
ｔ
５
㎝
）
１
４

３
０
㎡
ほ
か
、
工
期
６

年
３
月
22
日

※
西
区
、
北
区
、
大
宮

区
、見
沼
区
、岩
槻
区
、

中
央
区
、
緑
区
に
本
店

▽
一
抜
け
①
▽
遠
隔
臨

場
（
指
定
型
）
▽
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▽
問
い
合
わ
せ
は
財
政

局
契
約
管
理
部
契
約
課

（
０
４
８
―
８
２
９
―

１
１
８
０
）

　
◆
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
北
Ｒ
５

市
道
１
１
１
２
３
号
線

外
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
見

沼
区
丸
ヶ
崎
町

土
木
Ａ
級
。
長
尺
Ｕ
形

側
溝
（
３
０
０
×
３
０

０
）
４
９
８
ｍ
、
角
型

集
水
桝
（
□
５
０
０
、

深
５
５
０
）
２
か
所
、

長
尺
Ｕ
形
側
溝
用
集
水

お問い合わせ、お申し込みは

　日本工業経済新聞社 さいたま支局
　☎0120-313-112まで

テレワークには

　　　　入札情報　　　　　入札情報などが
　　　　　　チェックできる　チェックできる
　　　　　入札情報などが
　　　　　　チェックできる　自宅で　　　　　　　　自宅で

２０２３年（令和５年）１０月３０日（月曜日）

広
告
の
申
込
み
は

　
　
さ
い
た
ま
支
局
へ

０
４
８

－

６
１
３

－

６
５
６
６

広
告
の
申
込
み
は

　
　
さ
い
た
ま
支
局
へ

０
４
８

－

６
１
３

－

６
５
６
６


